ぶりながら、 その 田舎へ 出かけて 行った。 

毎年 毎年、 その 東北の 村で 見て いた 印象が たたまつ 

て 小説が 書け た。 

はじめは 「農村」 という 題で 五六 百 枚あった。 あと 

で 刈り こんで 二百 枚ぐ らいに して 「貧しき 人々 の 群」 

という 題に したんだ。 

日本 は 人道主義 時代で、 「白樺」 の 連中が さかんに ト 

ルス トイ、 ロマン -ロー ラン、 ロダンな ど を 紹介し、 

芸術の 全部に 人類、 愛、 正義、 という 文字が 鳴リ ひび 

いていた 時代 だ。 

当然、 十八 歳の 作者 は、 その 影響の もとに ある。 そ 



底本 ： 「宫本 百合 子 全集 第 十七 巻」 新 日本 出版社 

1981 (昭和が) 年 3 月^日 初版 発行 

1986 (昭和 S) 年 3 月^日 第 4 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「宫本 百合 子 全集 第 十五 巻」 河 出 書房 

1953 (昭和が) 年 ー 月 発行 

初出 ： 「若草」 

1931 (昭和 6) 年 9 月 号 

入力 ： 柴田卓 治 

校正 " 磐余彦 

2 003 年 9 月！； 5 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 



この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



